
平成２６年度 第１回鎌ケ谷市消防委員会会議録 
 

 

１ 議題 

  議案１   平成２６年度事務事業進捗状況について 

  議案２   消防概況について 

  報告事項１ 火災予防条例改正について 

  報告事項２ 消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律の施行に伴

う鎌ケ谷市消防団の取り組みについて 

 

 

２ 開催日時 

  平成２６年６月２５日（水曜日）１０時００分から１１時３０分 

 

 

３ 開催場所 

  消防本部２階会議室 

 

 

４ 出席者 

 （１）委員   鈴木定夫委員（委員長）     長瀨正久委員（副委員長） 

廣部信隆委員          阿部万里亜委員 

若槻惠子委員              山田静雄委員 

 （２）事務局 渋谷誠幸消防団長       川島正二郎消防長 

    皆川宏幸次長(事)消防総務課長  鈴木信彦副参事(事)予防課長 

         松本禎久警防課長       相川 昇予防課主幹 

松下晃通庶務係長       湯浅貴朗主任消防主事 

 

５ 傍聴者 なし 

 

６ 会議の公開 非公開について 

  公開 



７ 発言の要旨 

消防総務課長  委員会条例第５条による会議成立を報告、傍聴の申し出がなかったこ

とを報告した。 

     平成２６年度第１回消防委員会会議開会を宣言し、鈴木委員長に挨拶

を求めた。 

鈴木委員長   挨拶 

消防長     挨拶 

消防団長    東葛飾支部操法大会のお礼を述べた。 

消防総務課長  委員会条例第５条の定めにより委員長が議長を務める事を伝えた。ま

た、会議録署名人に山田委員と若槻委員の２名を選出し、任期中は継続

になることを伝えた。 

議長へ進行をお願いした。 

鈴木議長    議案１、平成２６年度事務事業進捗状況について説明を求めた。 

事務局     議案１、平成２６年度事務事業進捗状況について、消防予算、職員研

修、施設等、火災予防、救急救命、消防団について説明した。 

鈴木議長    議案２、消防概況について説明を求めた。 

事務局     議案２、消防概況について、最近３カ年の火災状況、最近３カ年の救

急出動件数、傷病程度別搬送人数の説明をした。 

鈴木議長    報告事項について説明を求めた。 

予防課長    報告事項１、火災予防条例の一部改正について条例改正の趣旨、改正

内容の説明をした。 

警防課長    報告事項２、消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律

の施行に伴う鎌ケ谷市消防団の取り組みについて、目的・基本理念等、

消防団強化の基本的施策、加入促進、処遇改善、装備品の充実の説明を

した。 

鈴木議長    各委員に質問を求めた。 

長瀨委員    資料４ページに記載されている、新規採用従業員等研修を２回開催し

ているが、研修の目的について説明を求めた。 

予防課主幹   研修の目的は、火災予防の基礎知識及び消防用設備等の取扱いとして

いますが、新たに職員や社員になった方々は、その職場での防火管理を

担う組織の一員であることを認識していただくことも大きな目的とし

ています。 

        研修内容は鎌ケ谷市の消防組織や火災の恐ろしさや出火原因につい

ての講話、初期消火で有効な消火器の取扱い、自動火災報知設備の仕組

み、煙体験、応急手当の方法などを実施しました。 

若槻委員    資料７ページの消防団の活動状況について説明があったが、各出動項

目の回数や活動内容について説明を求めた。 

警防課長   １ 平成２５年度の消防団活動状況について 

（１）火災 

ア 建物火災    ４件、８個分団出動（８４名） 

イ その他火災   １件、１個分団出動（１６名） 

ウ 誤報(建物火災) ２件、２個分団出動（３１名） 

（２）その他災害 

   平成２５年１０月に台風２６号の豪雨で中沢地区の河川増水に

よる道路封鎖のため３個分団出動（３９名） 

（３）出初式・操法訓練・自主訓練・防災訓練 

ア 出初式：本市出初式及び近隣７市の出初式に１０２名が参加 

イ 訓練等：新入団員訓練１回、合同訓練２回、東葛飾支部操法大



会、大会出場に伴う訓練５２回、自主訓練３４回、市防災訓練へ

の参加等、訓練合計９０回（１，５１０名）が出動 

（４）応援 なし 

（５）警戒・警備 

ア 各地区のお祭りなどの警備 ２３回出動（２００名） 

イ 自主的な火災予防広報   １１回出動（６８名） 

ウ 年末特別警戒の夜間広報  １６回出動（１２８名） 

（６）機械器具点検 

   機械器具点検は、各分団に毎月５名の団員が参集して消防団詰所

と車両の点検を実施しています。 

   １個分団あたり年１２回出動（６０名）、８個分団で４８０名が

出動に備え点検を実施しています。 

（７）会議等 

   副団長以上の幹部会議を年６回、分団長以上の役員会議を年４回、

出初式反省会を１回開催しています。 

   平成２５年度は１１回（９３名）が出席しています。 

（８）火災予防運動 

   春・秋の火災予防運動期間中に火災予防広報を実施しています。 

   火災予防ＰＲ行事の消防広場に１４名が参加しています。 

１個分団あたり年４回出動、８個分団で年３２回出動（２４７名） 

（９）その他 

   東葛飾地域における消防団長会議、近隣市等の消防式典、下総航

空自衛隊記念式典等の各行事１５回参加（８３名） 

       ２ 平成２４年度の消防団活動状況について 

（１）火災 

ア 建物火災    １４件、１９個分団出動（２７０名） 

イ その他火災    １件、１個分団出動（１４名） 

（２）その他災害 なし 

（３）出初式・操法訓練・自主訓練・防災訓練 

ア 出初式：本市出初式及び近隣２市の出初式に１２５名が参加 

イ 訓練等：新入団員訓練１回、合同訓練３回、東葛飾支部操法大

会、大会出場に伴う訓練４７回、自主訓練３８回、市防災訓練へ

の参加等、訓練合計９０回（１，５０４名）が出動 

（４）応援 なし 

（５）警戒・警備 

ア 各地区のお祭りなどの警備 ２４回出動（２１７名） 

イ 自主的な火災予防広報   １０回出動（６１名） 

ウ 年末特別警戒の夜間広報  １６回出動（１２４名） 

（６）機械器具点検 

   １個分団あたり年１２回出動（６０名）、８個分団で４８０名 

（７）会議等 

   副団長以上の幹部会議を年６回、分団長以上の役員会議を年４回、

出初式反省会を１回開催しています。 

   平成２５年度は１１回（８８名） 

（８）火災予防運動 

   消防広場１４名、１個分団あたり年４回出動、８個分団で年３２

回出動（２４７名） 

（９）その他 



   東葛飾地域における消防団長会議、近隣市等の消防式典、下総航

空自衛隊記念式典、新春マラソン大会協力等の各行事１１回参加

（１０４名） 

阿部委員    資料２ページの職員研修の指導救命士養成研修の詳細について説明

を求めた。 

消防総務課長  最初に救急件数の推移をお話しします。暦年数値ですが、平成２０年

４，０７６件、平成２３年４，５８６件、平成２５年５，１２０件と毎

年増え続け、５年前から１，０００件以上増加しています。今後も高齢

化による急病、転倒等怪我で搬送される方が多くなると予測されます。 

        救急救命士は、医師の指示の下に心肺機能停止状態の傷病者に対し、

特定行為を行う救急隊員です。この特定行為とは次のとおりです。 

１ 乳酸リンゲル液を用いた静脈路確保のための輸液 

２ 器具を用いた気道確保 

３ 薬剤投与（アドレナリン：強心剤） 

４ 気管挿管 

５ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）による除細動処置 

  ※現在は法改正により包括的指示で可能 

６ 心肺機能停止状態でない重度傷病者に対する静脈路確保及び輸

液、血糖測定、低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与 

  ※平成２６年１月３１日法改正による処置拡大 

また、救急救命士職員は修得した知識、手技を保持し日々進歩する救

急活動に対応するため、公的、私的研修等研鑽に努めています。 

指導的救急救命士養成研修は平成２６年度から開始された研修です。 

研修対象者は、医師との連携協力の下に救急隊員の行う救急活動全般

を教育指導することを役割とする救急隊長の救急救命士です。 

研修の目的は、救急業務の進歩発展のため、「指導的立場の救急救命士」

として必要な知識、技術を修得し、救急隊員全員を指導し、救急活動全

体の質の向上を図るものです。 

研修期間は平成２６年７月１日（火）から８月１２日（火）の４３日

間、場所は福岡県北九州市の救急救命九州研修所です。研修負担金は 

３２４，０００円です。主な研修科目は次のとおりです。 

１ 消防活動における救急業務論について 

２ 人材育成論について 

３ 技術指導論について 

４ 救急活動指導論について 

５ 連携活動指導論について 

        今後の派遣計画は消防署勤務体系が３部制ですので、効果的な指導を

するため各部１名、合計３名を計画しています。 

廣部委員    資料５ページの秋季全国火災予防運動の概要に「消防広場を実施予

定」とあるが、昨年度の実績について説明を求めた。 

予防課主幹   昨年度は、平成２５年１１月９日（土）に新鎌ケ谷駅南口ロータリー

において「しんかま秋まつり」と同時開催しました。 

        消防職員、消防団幹部、婦人防火クラブ員・少年消防クラブ員６２名

が参加しました。 

        内容は、火災予防ＰＲとして婦人防火クラブ員や少年消防クラブ員が

ポケットティッシュ・ウェットティッシュ等の啓蒙品を約３，８００個

配布しました。体験型として、いざという時のための消火器取扱いや応

急手当等を５５０名が体験されました。遊びコーナーでは、ミニ消防車



の乗車や防火衣を着装してのはしご車記念撮影を約５５０名が行い、消

防団の水ヨーヨー釣りは約４５０名が行いました。 

        しんかま秋まつりのステージでは、市民協働型消防音楽隊鎌ケ谷ファ

イアーフレンズが演奏をしました。しんかま秋まつりの入場者数は約 

２，８００名で、消防広場の参加者は１，０００名でした。 

        今年も１１月８日（土）にしんかま秋まつりと同時開催予定です。 

山田委員    資料３ページの消防車両整備事業について、消防本部保有車両台数及

び更新年数について説明を求めた。 

また、資料４ページのくぬぎ山消防署建替事業、消防本部庁舎建替事

業の機能移転について、引っ越しは委託で行うのか質問された。 

消防総務課長  １点目の消防本部保有車両台数及び更新年数について、まず消防本部

保有車両台数は２６台です。所属別では、消防本部８台、中央消防署９

台、くぬぎ山消防署５台、鎌ケ谷消防署４台です。機能別台数では、消

防ポンプ自動車３台、水槽付消防ポンプ自動車２台、化学車１台、救助

工作車１台、はしご車１台、救急車５台（うち１台は車検時及び大規模

災害時の予備車）です。車種別では、普通自動車１８台、中型自動車７

台、大型自動車１台です。 

        次に更新年数ですが、救急車は購入から９年又は総走行距離１０万キ

ロ、はしご車は購入から２０年、その他の消防ポンプ自動車は購入から

１５年となっています。 

        なお、廃棄車両は社団法人日本外交協会及び財団法人日本消防協会を

通じて、チリ共和国、ペルー、ミャンマー及びベトナム等へ寄贈し、現

在まで１７台を寄贈しています。 

        ２点目のくぬぎ山消防署建替事業、消防本部庁舎建替事業の機能移転

についてですが、両庁舎ともに物品移動移転業務委託を実施予定です。

主な移動物品はロッカー、物品棚、テーブル、書庫等です。 

        今後のスケジュールですが、くぬぎ山消防署は平成２６年４月から建

替工事に着手しています。平成２７年１月に竣工予定、３月に機能移転、

運用開始予定です。その後、現行庁舎を解体撤去し、平成２７年７月に

全ての事業が完了予定です。 

        消防本部庁舎は平成２６年４月から建替工事を開始しています。平成

２６年１２月に竣工予定、平成２７年１月に本部機能を移転、運用開始

予定です。その後、現行庁舎を解体撤去し、その跡地に車庫、倉庫及び

雨水貯水槽を設置し、平成２７年１０月に全ての事業が完了する予定で

す。 

 

７ 会議録署名人の署名 

 

  以上会議経過を記載し、相違ないことを証するため次に署名する。 

    

平成２６年８月１３日 

 

氏 名 山田 静雄    

 

氏 名 若槻 惠子    


